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一
、
本
願
名
号

へ
の
指
向

今
回

は
、
本
願
力
を
中
心
と
し
た
思
索
に
検
討
を
加
え
て
見
た
い
。

先
づ
第
六
自
釈
文

(他
力
釈
)
に

「
他
力
と
言
は
、
如
来
の
本
願
力
也
。
」

と
言

つ
て
い
る
。
本
願
力
の
出
典
は

『
無
量
寿
経
』
で
、
次
い
で

『
易

行
品
』
『浄
土
論
』
『
論
註
』
に
見
ら
れ
る
。
善
導
は
願
力
と
言
つ
て
い

る
。
本
願
力
は

『
論
註
』
に

「
本
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と
、
今
日
、

阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
と
に
由
る
。」
と
言
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本

願
力
を
智
慧
力
と
智
慧

の
方
向
を
与
え
る
本
願
の
二
つ
に
分
析
し
て
い

る
。
衆

生
を
し
て
称
名
往
生
せ
し
め
る
と
言
う
仏
智
の
は
た
ら
き
が
本

願
力
で
あ
る
。

第
六
自
釈
文
は
、
真
実
行
と
し
て
の
称
名
の
背
景
を
な
す
本
願
の
心

が

「
衆
生
の
心
」
に
由
る
も
の
で
は
な
く
、
「如
来
の
心
」
に
由
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
従
つ
て
本
願
力
は

「
如
来
の
心
」

の

一
つ
の
在
り
方
で
あ
る
。
本
願
力
は

「
衆
生
の
心
」
で
無
い
と
言
う
意

味
に
お
い
て
他
力
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
称
名
に
お
け
る
本
願
力
の

示
現
と
言
う
こ
と
を
考
え
る
場
合
、
衆
生
の
意
識
面
に
お
い
て
本
願
力

を
把
え
る
こ
と
は
、
決
し
て
出
来
な
い
と
言
う
論
理
が
成
り
立
つ
。
そ

れ
は
、
衆
生
の
意
識
的
な
心
の
介
入
の
余
地
を
、
絶
対
に
拒
否
し
て
い

る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
自
釈
文

の
立
場
に
も
ど
つ
て
言

え
ば
、
現
に
称
名
し
て
い
る

「衆
生
の
心
」

に
お
い
て
、
そ
の
名
号
を

中
心
と
し
て
聞
名
と
称
名
を
促
す
心
の
働
き
を
見
る
。
そ
の
聞
名
相
伴

の
称
名
が
、
衆
生
の
心
情
的
自
然
に
従

つ
て
い
る
と
言
う
意
味
に
お
い

て
衆
生
の
恣
意
を
超
越
し
た
存
在

で
あ
る
。
而
も
、
そ
れ
が
本
願
文
と

本
願
成
就
文
に
示
す
心
相
に
叶

つ
て
い
る
。

そ
こ
に
、
超
越
的
存
在
を

感
じ
、
そ
れ
が
本
願
力
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
至
る
。
而
も
、
そ
の
本

願
力
は
名
号
の
形
で
衆
生
の
前
に
示
さ
れ
る
。

そ
こ
に
、
名
号
は
本
願
力
そ
の
も
の
で
あ

る
と
言
う
、
第
三
自
釈
文

の
論
理
が
成
り
立
つ
て
い
る
。
超
越
的
な
本
願
力
を
衆
生
が
意
識
面
に

お
い
て
把
え
得
る
唯

一
の
形
が
、
名
号
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
願
名
号
観

の
萌
し
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

本
願
名
号
観
の
萌
し
と
言
う
ひ
か
え
た
言
い
方
を
す
る
の
は
、
親
鷺

に
な
世
親
の
影
響
を
受
け
た
光
朋
名
号
観
が
あ
つ
て
、
そ
れ
を
『
行
巻
』
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の
巻
頭
に
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
竜
樹
に
端
を
発
し
源
空
に
及

ぶ
本
願
名
号
観
は
、
巻
末
に
至
つ
て
そ
の
姿
を
顕
わ
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

勿
論
、

こ
の
二
つ
の
名
号
観
の
源
泉
は

『
無
量
寿
経
』
で
あ

つ

て
、
諸
師
に
お
い
て
相
承
思
索
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
願

一
乗
海

本
願
力
に
対
す
る
思
索

の
第
二
は
、
第
八
自
釈
文

(
一
乗
海
釈
)
で
あ

る
。
第

八
自
釈
文
は
一
乗
釈

・
海
喩
釈

・
教
四
十
八
対

・
桟
十

一
対

・

二
十
八
喩
釈
の
五
釈
か
ら
成

つ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
主
に
な
る
の
は

一
乗
釈
と
海
喩
釈
で
あ
る
。

一
乗
釈
は
、
誓
願

一
乗
海
と
言
う
言
葉
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
本
願
力
即
ち
衆
生
に
許
さ
れ
た
唯

一
の
成
仏

へ
の
可
能
な
道
を
開

く

「
如
来
の
心
」
を

一
乗

の
言
葉
で
現
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
天
台
の

一
乗
思
想
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
親
黛
は

『
浬
榮
経
』
に
依

つ
て

示
し
て

い
る
。
本
願
力
の
本
質
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

親
鶯

に
お
い
て

一
乗
思
想
に
本
願
力
が
重
合
し
た
の
は
、
『
易
行
品
』

の

「
信
方
便

の
易
行
」
が

「水
道
の
乗
船
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一
乗
釈
は
、
本
願
力
が

「大
悲

の
願
船
」

と
言
う
、
乗
本
願
力
の
心
情
を
持

つ
船
喩
と
関
わ
り
が
あ
る
。

次
に
海
喩
釈
は
、
本
願
力

の
仏
智
と
し
て
の
機
能
に
関
わ
る
響
喩
で

あ
る
。
「
雑
修
雑
善
の
川
水
を
転
じ
」
「
無
明
の
海
水
を
転
じ
」
て
、
本

願

の

「
大
宝
海
水
」
と
す
る
仏
智
の
転
成
の
は
た
ら
き
を
、
海
の
深
さ

と
広
さ
に
喩
え
て
い
る
。
こ
れ
は

『
無
量
寿
経
』

の

「如
来
智
慧
海
」

が
発
端
と
思
わ
れ
る
が
、
『
浄
土
論
』
の
「願
生
偶
」
の
「
功
徳
大
宝
海
」

の
一
句
の
強
い
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

一
乗
釈
が
乗
本
願
力
の

「
乗
」

の
心
情
の
系
譜
で
あ
る
の
に
対
し
、
海
喩
は
本
願
海

へ
の

「
流
入
」

の

心
情
の
系
譜
で
あ
る
。
い
つ
れ
も
帰
命

の
心
相
を
伴
つ
た
、
本
願
力
の

馨
喩
的
表
現
で
あ
る
。

こ
の

「乗
」
と

「
流
入
」
の
心
情
を
伴
つ
た
本
願

一
乗
海
は
、
帰
命

の
対
象
で
あ
る
と
言
う
意
味
に
お
い
て
超
越
的
存
在
で
あ
る
。
而
も
、

帰
命

の
心
相
を
伴
う
こ
と
に
よ
つ
て

「
衆
生

の
心
」
に
対
し
、
直
接
に

仏
智
と
し
て
の
働
き
を
現
わ
し
て
来
る
。
他
力
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ

る
。親

鷺
は
更
に
二
十
八
喩
を
追
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
智
慧
の
機
能

を
二
十
八
通
り
の
側
面
か
ら
眺
め
た
も
の
で
あ
る
。
智
慧
機
能
を
海
喩

だ
け
で
示
す
こ
と
は
、
観
念
的
な
固
定
化
に
堕
り
易
い
。
そ
れ
を
避
け

る
目
的

で
多
面
的
表
現
を
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
に
か
く
、
第
七
自

釈
文
は
本
願
力
を
本
願

一
乗
海
と
し
て
衆
生

の
心
情
に
沿

い
易
い
形

で
、
市

も
そ
の
機
能
を
適
格
に
示
す
目
的
を
果
し
て
い
る
。

本
願
力
が

「
本
願
の
心
」
の
散
文
的
表
現

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本

願
海
ば
詩
情
性
の
強
い
表
現
で
あ
り
、
本
願
相
応
を
心
情
的
に
し
て

一

層
容
易
に
し
て
い
る
。

三
、
内
因
と
外
縁

へ
の
思
索

『行
巻
』
の
配
列
順
序
と
し
て
は
、
前
後
し
た
取
上
げ
に
な
る
が
、
第

六
自
釈
文
で
述

べ
て
い
る
内
因
と
外
縁
に
乗
本
願
力
の
心
相
を
対
比
し

『
教
行
信
証
』

に
お
け
る
称
名

(
そ
の
4
)
 (
石
原
)
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て
、

い
さ
さ
か
の
詮
索
を
述
べ
て
お
く
。

先

の
第
六
自
釈
文
で

「真
実
信
の
業
識
、
即
是
内
因
と
す
。
光
明
名

の
父
母
、
即
是
外
縁
と
す
。
内
外
の
因
縁
和
合
し
て
、
報
土
の
真
身
を

得
証
す
。
」
と
言
う
文
が
あ
る
。
内
容
は
、
名
号
が
外
縁
、
信
心
が
内
因

で
、
両
者
の
条
件
が
そ
ろ
つ
て
衆
生
の
往
生
成
仏
は
可
能
と
な
る
と
言

う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
中
、
名
号
は

「
能
生
の
因
」
で
あ
る
か
ら
、
本

願
力
が
衆
生
に
示
現
出
来
る
唯

一
の
手
段
で
あ
る
。
と
言
う
こ
と
は
、

衆
生
に
と
つ
て
名
号
は
本
願
力
そ
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
而
も
、
衆

生
の
往

生
成
仏
は
こ
の
本
願
力
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
て
、
衆
生
は

こ
の
本
願
力
に
乗
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
然
し
、
そ
れ
程
に
衆
生
に
と
つ

て
決
定
的
存
在

で
あ
る
本
願
力
は
、
正
因
で
は
な
く
て
外
縁
で
あ
る
と

言
わ
れ

て
い
る
。
衆
生
の
信
心
は
、
そ
の
本
願
力
に
乗
ず
る
こ
と
だ
け

で
あ
る

の
に
か
か
わ
ら
ず
、
内
因
と
か
正
因
と
か
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
本
願
力
を
外
縁
と
し
た
信

心
、

こ
れ
を
内
因
と
す
る
考
え
方
は
、
衆
生
の
行
法
の
実
践
上
の
立
場

に
由
来
し
て
い
る
。
即
ち
、
衆
生
の
往
生
成
仏
は
、
本
願
力
に
負
う
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
衆
生
に
対
し
本
願
力
が
効
力
を
発
揮
出
来
る
の

は
、
衆
生
が
そ
の
本
願
力
に
乗
ず
る
か
否
か
に
か
か
つ
て
い
る
。
衆
生

が
そ
の
本
願
力
に
乗
じ
な
け
れ
ば
、
そ
の
本
願
力
は
衆
生
に
と
つ
て
無

縁
な
存
在
で
あ
る
。
従
つ
て
、
衆
生
に
と
つ
て
本
願
力
に
乗
ず
る
こ
と

が
、
重
要
な
唯

一
の
実
践
上
の
課
題
で
あ
る
。
本
来
的
に
存
在
し
て
い

る
本
願
力
を
、
衆
生
に
と
つ
て
有
縁
の
存
在
た
ら
し
め
る
も
の
は
、
衆

生
が
そ
の
本
願
力
に
乗
ず
る
こ
と
以
外
に
は
考
え

ら
れ
な
い
。
そ
こ

に
、
衆
生
に
強
く
乗
本
願
力
を
要
請
す
る
立
場
が
出
て
来
る
。

こ
の
本

願
力
に
乗
ず
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
立
場
が
、
「
乗
ず
る
心
」
を
正
因

で
あ
る
と
言
わ
し
め
て
い
る
。

本
願
力
に
乗
ず
る
と
は
、
聞
名
相
伴
の
称
名
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、

信
心
求
念
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
願
力
に
乗
ず
る
こ
と
は
信
心
を
伴

つ

た
称
名
を
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
信
心
こ
そ
正
因
で
あ
る
と
言
う
立

場
が
出
て
来
る
。

又
、
そ
の
信
心
は
名
号
を
以
て
語
り
か
け
て
来
る
本

願
力
に
よ
つ
て
促
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
言
う
こ
と
に
も
な
る
。

そ
こ
に
名
号

・
本
願
力
は
、
促
す
力
と
し
て
の
外
縁
で
あ
り
、
信
心
は

内
因
で
あ
る
と
言
う
立
場
が
出
て
来
る
。
名
号
は
本
願
力
そ
の
も

の
で

あ
り
、
そ
れ
に
乗
ず
る
こ
と
が
衆
生
に
と
つ
て
必
要
不
可
欠
な
往
生
の

正
因
で
あ
る
。
本
願
力
に
乗
ず
る
と
は
、
具

体
的
に
は
聞
名
相
伴

の
称

名
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
名
号
従

つ
て
本
願
力
は
、
重
要

な
唯

一
の
外
縁
と
し
て
衆
生
に
迫
る
こ
と
に
な
る
。
本
願
力
は
衆
生
往

生
に
決
定
的
な
役
割
を
負

つ
て
い
て
、
こ
れ
を
正
因
と
す
る
立
場
も
考

え
ら
れ
る
が
、
衆
生
が
そ
の
本
願
力
に
乗
ず
る
か
否
か
、
と
言
う

一
点

を
重
視
す
る
実
践
上
の
要
請
が
、
名
号

・
本
願
力
を
外
縁
と
し
、
乗
本

願
力
の
心
相
、
即
ち
信
心
を
正
因
と
す
る
立
場
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。

名
号
は
本
願
力

の
外
縁
と
し
て
の

一
面
で
あ
る
。
『
行
巻
』
は
そ
れ

を
主
張
し
た
。
又
、
本
願
力
に
は
内
因
と
し

て

の
信
心

の
半
面
も
あ

る
。
そ
れ
を
主
張
し
て
い
る
の
が

『
信
巻
』
で
あ
る
。
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